
Ｊ

Ｍ

Ｉ

川

１

呪

’

ｆ

ｐ

』

Ⅲ

１

１

．

９

１

１

側

＊
１
増
加
し
て
い
る

厚
生
労
働
省
の
期
査
に
よ
る
と
、

九
八
年
の
縄
医
師
数
は
二
三
万
五

九
三
三
人
で
あ
っ
た
が
、
○
六
年

に
は
二
六
万
三
五
四
○
人
へ
と
判

一
○
％
も
刑
加
。
人
口
一
○
万
人

当
た
り
の
総
医
師
散
を
見
て
も

各
々
一
九
六
人
対
二
一
七
人
と
畑

加
し
て
い
る
。

－■
L詞二

度が胸蝋する？!］

１
１
～
ｉ
ｉ
ｌ

（聯旦馳】
I侭のじ・雁る実’１うⅢＸイツｆ
旅マパ○AI｝･’'１１に水。’ﾉ《１帳ｌ災
をイ１年人命幽恥のなでル）旅
･jI1ナセール|・には加脹ぜあ峻肋
うスンとのか、しlllIiなる←喚
火でトー肋かこて総らかのと
病あ、○勝わのい数、のこは

鯉両Ｒ締ボ織瞬増し；
勝f測雑湖&鰯リ

滋識螺
診’''’一・、ノしる雁比にがが院

#＃怖州＄灘蝋臓

灘涯減：鰯鵬、前は峻呉
ﾉｊｌＸで刀に科が大かるのれ医
のではＩ１ｌＨで挙学ｌ:１ｏで言手ぱ擁
厚はわ以本一げ病本どは脹術、も
労ノ〔ず上外定ら院のこ、旅を救行
宵一ニかの科でれ、勅にこ肋受怠つ
の．－給学ある回務消れ嘘け股て
洲／〔パＩｊｂ会りが立腹えらｰる汁い
在（ｌをが、、・のたのがののる
で１セ僻行労給公勤の助起に弓の
もセンてつ側与立務か勝き六受で
、ンｌ、いた条は病先･膝る力け、
ｌＭｌｌ、でるＩ淵件低院とはのノ１入主
業であ将在はく、し、で僻れ要
医ある（まに過、公てなあち不診
のつの大よ柵か的はぜる、能縦
平たに学るでつ病、ｉｌｉｉｏなー科
均ｏ対病とあす院火えどがの
年○し院、るべ、きてに１Ｗ勤
収九ての一二ｏて私くい代え勝
が年、肋○○の立分つ炎、！塵
二一|＃ｌ勝○六診捕けたさがが
流一推医○年旅院てのれん減

民いの派てビ分惟に数｜鋪1.1はと医年に一後げ思
皆点医の仙私二に利は（まを木三こメ旅によ六だたわ
保が娠述きは′受と愈約九畑の時ろデヘはる○つ！弛れ
険いにい、’１診つ職一八つ医ｌＩｌ’だイの一立○たｌｌｉる
を<はがlI1Ij米やてが二年た師待けア介○件本がの。

謡 縦溌識潔
溌襟糠螺重塚織:ｉ蝋

#溌溌職域
鯛課鮭溺隔獅維職鋪灘馴１

ﾗ３１

開
業
医
へ
と
逃
げ
て
い
く
勤
務
医
た
ち

日
本
の
医
寂
の
良
さ
を
壊
し
た
バ
ッ
シ
ン
グ
報
道

で
は
、
ど
う
し
て
急
に
勤
務
医
不
足
に
陥
っ
た
の
か
。

脱
脚
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
十
－
ム
ド
コ
ン
セ

ン
ト
や
、
術
院
内
で
脹
旅
安
全
を
向
ｋ
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
聯
務
手
続
き
、
胆
粁
の
Ⅲ
己
決
定
雁
、
セ
ヵ
ン
ド

オ
ビ
ニ
オ
ン
な
ど
が
杵
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
医
派
と
面

接
側
係
し
な
い
雑
用
が
格
段
に
蝋
え
た
こ
と
で
あ
る
。
＊
Ｊ

も
う
一
つ
は
、
一
一
○
○
一
一
年
頃
か
ら
医
療
バ
ッ
シ
ン
グ

を
股
Ⅲ
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
、
胆
将
自
身
の
意
識
に
あ
る
と

論点自国 が

医療崩壊を食い止められるか

医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ
に
は

医
師
の
『
や
り
が
い
』
と
使
命

感
を
寝
満
さ
篭
る
し
か
な
い

《垂歴廼hけp://wwwもmie､med.｡原ip/hp/iryou/fIqsh・htmI[三皿県医師会日本の医撤制

６

－
０
日
早
●
で
＆
■
Ⅱ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
０
８
９

＊
４
医
療
バ
ッ
シ
ン
グ

始
ま
り
は
九
九
年
の
「
描
浜
市
立

病
院
蝋
者
収
り
迎
え
噸
件
」
だ
っ

た
。
そ
帆
以
降
、
「
東
京
女
子
医

大
心
臓
外
科
カ
ル
テ
改
ざ
ん
耶

件
」
「
慈
懸
医
大
間
戸
荊
院
腹
腔

鋼
砿
件
」
「
東
京
医
大
心
臓
外
科

手
術
死
亡
四
例
噸
例
」
と
綴
く
。

ピ
ー
ク
と
な
っ
た
○
六
年
の
「
福

島
県
立
大
野
病
院
妊
婦
死
亡
砺

例
」
は
、
善
意
で
治
癒
に
当
た
っ

て
い
た
産
科
医
が
、
結
果
が
悪
か

っ
た
と
い
う
だ
け
で
逮
捌
さ
れ
た

事
件
だ
。
し
か
も
、
旺
拠
隠
滅
や

逃
亡
の
危
険
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
外
来
診
察
中
に
報
道
剛
を

前
に
医
師
の
身
柄
が
拘
束
さ
れ
、

全
国
に
そ
の
映
像
が
流
さ
れ
た
，

１
１
Ｉ

＊
３
過
酷
な
労
仙
衆
件

大
阪
府
医
師
会
勤
務
医
部
会
の
卿

董
に
よ
る
と
、
勤
務
医
で
一
週
側

の
労
仙
聞
間
が
六
○
時
Ⅲ
を
超
え

る
者
は
六
三
％
に
遅
し
、
三
割
が

週
八
○
時
間
以
上
の
勤
務
を
余
便

な
く
さ
れ
て
い
る
。

＊
２
受
け
入
れ
不
能

ベ
ッ
ド
が
滴
床
で
あ
っ
た
り
、
す

で
に
他
の
紫
急
手
術
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
救
急
塑
審

を
断
ら
ざ
る
を
御
な
い
状
雌
の
こ

と
を
い
う
向
俗
に
「
た
ら
い
回
し
」

と
い
う
鞭
呪
が
あ
る
が
、
受
け
入

れ
可
能
で
あ
る
の
に
「
や
っ
か
い

だ
か
ら
、
面
倒
だ
か
ら
」
な
ど
の

理
由
で
「
た
ら
い
回
し
」
に
な
っ

た
鯉
智
は
皆
猟
で
あ
る
と
断
冨
で

｛
ご
一
匂
⑥

１

妬
、
画
望
一

大木隆生

綴
風､為Ｉ

personalｄａｔａ
おおき・たかお1962年高知県生ま

れ。東京慈恵会医科大学卒、同大学

院修了。米国アルパートアインシュ
タイン医科大学研究員を経て、０５年
同大学外科教授に．ステントグラフ

卜という人工血管を使った手術の名

手として知られ、１３カ国で摺待手術
を行う一方、「ベスト・ドクターズ・

イン・ニューヨーク」に４年迎続で
運出された。０６年、母校からの招き
を受けて慈恩医大血爾ﾀ隅学教授に
就任、翌年より外科学則座統括貨任

者を務める。医学教科野２冊、英文
陰文200以上を執飯する一方、500回
以上の招待胴演歴行った｡

う3０

‐
Ｉ

＊
５
謹
察
の
医
癒
へ
の
介

入司
法
の
医
派
へ
の
介
入
は
先
進
園

で
は
日
本
だ
け
で
、
他
の
国
で
は

犯
罪
性
や
顎
件
性
が
な
け
れ
ば
、

仮
に
医
寂
ミ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て

も
行
政
処
分
止
ま
り
で
、
逮
捕
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
芯
い
。

１
１
１



Ｉ

５３２

０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
夕
且
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１
１

１
ｐ
卜
ｐ

‐
ｌ
‐
‐
ｌ
‐

川と旅がい民忠適む介とこ’11：はいい励
峻，i・をＩＭＩ、のそ片切節人さいと界鮮手うみ
をう受業秘愈し双か三すらわが一雄と側に
救だけ雁ば識て方否粁るにざで低でし而現
うけたへれ改妓に力、機の、るきいはてが在
（で際とた赦後とを関で鵬をな医なのあの
ワよに逃いでにつルリがは旅僻け療いJIKる厳
１い笑げとあ、て森、な’lＩなれ賛・査・し
が。航な恩ろ岐冊す犯<故いばに｜｜がまい
秘こでいつうもｆｆるリド、が。、’''１本あた１１

認 識鍛
撫輔鵬挫鮒、派脹ま偽もリドllll医で

｡脹蕊#僻《it灘;灘と純娠一治医たⅢ・て念がりるをの担と

＊
６
医
掠
に
対
す
る
不
個

感

１
１
１
１
１

衣
食
足
り
た
ら
ト
キ
メ
キ
を
も
と
め
よ

仏
は
○
・
・
・
年
か
ら
米
川
ア
ル
バ
ー
ト
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
脹
科
火
学
の
血
符
外
科
教
授
を
務
め
、
一
脳
Ⅲ
に
逃
す

ｌ
‐
Ｉ
１

１
１
‐
'1｜
＆

Ｉ

J

１

■

：
！

リツと．侭ム｜か

熱;熊
鱗蝋照
減、くたに澗夕お

澱Ｉ釜Ｗ腸ｇ
‘’１縦のて師リ医
ナパこ’獣をズ師

啄宇霜

寂

Ｉ寵

|凸｡雪

民
主
党
政
権
の
勤
務
医
対
策
は
間
違
っ
て
い
る
‐
Ｉ

’
１
‐

蕊
者
が
推
耐
す
る
璽
本
図
圃

⑨
『
偽
哲
の
医
猟
』
里
見
荊
一
（
斬

潮
新
間
）

○
一
腫
鍬
脳
膜
Ｉ
「
立
ち
菱
り

型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
は
何
か
』

小
松
秀
側
（
朝
日
新
川
出
版
）

肋らて肋のを務米師旅純た
勝収く勝〃恥脹阿が饗なんで
帳つれ脹法額の並本をⅢには
はてるにはす労み来思胆肋、
/ｉ<の’'１１１%ｌる側にのいで務医
○るはす紫こ条琳業切は医旅
液とあとルミと件や務つなの崩
くいりいのなをすにてい給峻

蝿蝿＃＆涯灘-2擁
に想いのを緋すででしつ上弓
なＩこがで減しるあき、にげし

縦そ::濫濡灘は睦
ら対の｡てとのＯう勤先よ改
Ｍ１で１Ｍ･jMI，し予民、勝進い推
業あ源務浮て算主医の国と号

融iii“:を織刷鵜
震鵬榊慕潅燃焼の
をのかしをそ曲勤を謹医Ili血

１
１
ｂ

し
ま
う
ガ
ラ
ス
細
匝
の
よ
う
な
も
の
で
成
り
立
っ
て
い
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
脆
療
バ
ッ
シ
ン
グ
の
結
果
、

辿
杵
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
笑
倣
」
が
な
く
な
り
、

叩
務
的
な
仕
猟
が
州
え
、
結
果
が
思
わ
し
く
な
い
と
刑
聯

脈
辿
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
勤
務
鵬
を
や
め
て
Ⅲ
雌
脹

へ
と
逃
げ
て
し
ま
う
片
が
続
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状

態
を
改
伸
し
な
い
ま
ま
医
師
政
を
い
く
ら
恥
や
し
て
も
、

穴
の
あ
い
た
バ
ケ
ツ
に
水
を
旅
ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

＊
７
勤
務
医
を
応
援

民
主
党
政
椛
は
、
医
旅
行
拘
や
躍

価
な
ど
の
公
定
価
摘
を
決
め
る
中

央
社
会
侃
険
医
微
協
臓
会
（
中
医

協
）
に
日
本
医
師
会
が
荷
し
て
い

た
三
つ
の
ポ
ス
ト
を
す
べ
て
倣
腕

し
、
Ⅲ
業
医
の
影
間
力
を
排
除
し

肱
。＊

８
ト
キ
メ
キ

お
金
は
水
に
似
て
い
て
、
全
く
燕

し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
が
、
必

要
凪
以
上
に
あ
っ
て
も
人
側
を
幸

福
に
し
な
い
。
衣
食
足
り
る
ほ
ど

の
謹
済
力
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
間

の
幸
捌
度
を
決
定
す
る
も
の
は
社

会
貢
献
、
研
究
開
発
、
後
進
而
成
、

趣
味
芯
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

「
ト
キ
メ
キ
」
で
あ
る
。

１
１
１
１
Ｉ

＊
９
卿
国
の
い
き
さ
つ

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
売
れ
っ

子
外
科
医
だ
っ
た
の
で
、
米
国
の

大
学
経
歯
音
は
す
ぐ
さ
ま
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
論
き
、
給
与
を
倍
に

す
る
か
ら
残
田
し
て
く
れ
な
い
か

と
米
国
式
の
交
渉
を
始
め
た
。
そ

こ
で
私
は
「
あ
な
た
方
に
は
お
金

は
菰
め
て
も
、
艇
に
日
本
人
蝋
巷

と
母
校
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
濁
っ
て
交
渉
は
決
裂
し
、

帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
脚
注
す
べ
て
娠
者
）



塁
礎
緬
雲
何
が
腫
療
崩
壊
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
？

弓

…」

.’

９価輔

ｌ
‐Ｉ
ｌ

俳
画
脚
砂

繭

（ ）[医諏崩畑についての基礎知職］【 ＝

。

デー ﾀﾌｧｲﾙ画５６）

力
と
し
て
供
給
さ
れ
な
い
「
空
白
の
一
一
年
間
」
の
影

能
が
大
き
く
低
下
。
そ
の
分
、
基
幹
病
院
に
懇
者
が

轡
で
医
師
の
引
き
揚
げ
に
あ
っ
た
病
院
は
、
診
療
機

付
）
と
胴
価
す
る
。

腰
開
始
後
の
二
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
悪
循
珊
に
、
い

が
っ
た
。
現
在
の
医
旅
崩
壊
は
、
医
師
臨
床
研
修
制

め
る
と
い
う
？
立
ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
〃
が
広

架
中
し
、
激
務
に
耐
え
か
ね
た
勤
務
医
が
病
院
を
辞

園
医
師
の
労
働
組
合
が
発
足

医
師
不
足
、
地
域
や
診
疲
科
に
よ
る
医
師
の
偏
在

を
解
消
す
る
抜
本
対
策
と
し
て
、
医
師
の
計
画
配
備

が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
始
め
て
い
る
。

二
○
○
九
年
五
月
、
厚
生
労
伽
省
研
究
班
（
班
長

Ⅱ
土
屋
了
介
・
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
院
長
）

が
、
計
画
的
な
医
師
護
成
の
た
め
第
三
者
機
関
を
設

瞳
し
、
診
疲
科
や
地
域
ご
と
の
医
師
定
数
を
定
め
る

べ
き
だ
と
提
言
、
医
疲
崩
壊
論
敵
に
新
た
な
波
紋
を

広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
．

ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
六
月
七
日
、
東
京
で
は

医
師
の
労
伽
組
合
「
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
」
の
設
立

会
見
が
行
わ
れ
、
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
。
当
面
の

活
動
目
標
は
、
①
過
労
死
を
引
き
起
こ
す
長
時
間
労

働
を
な
く
す
、
｛
⑧
当
直
は
時
間
外
勤
務
だ
と
経
営
者

に
認
め
さ
せ
る
、
③
二
四
時
間
拘
束
さ
れ
る
「
主
治

医
制
」
を
「
担
当
医
制
」
に
変
え
、
チ
ー
ム
で
分
担

す
る
制
度
を
目
指
す
と
い
う
三
点
だ
と
い
う
．

同
ユ
ニ
オ
ン
代
表
の
植
山
直
人
医
師
は
、
〈
い
ず

れ
も
国
が
医
疲
災
抑
制
政
策
を
撤
廃
し
、
大
幅
な
増

大
を
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
こ
と
。
医
撤
崩
壊

と
医
師
不
足
の
問
題
に
国
民
の
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
。
日
本
で
は
医
師
は
労
伽
者
で
は
な
く
、
聖
職

者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
労
伽
基
準
法
を
守
っ
て
伽

論
調
も
『
医
掠
現
場
は

般
近
で
は
瀦
察
・
検
察

ま
だ
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
と
い
え
る
」

過
酷
で
大
変
」
一
辺
倒

に
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
の

に
二
の
足
を
踏
む
よ
う

は
医
猟
耶
故
の
那
件
化

（
「
医
旅
崩
蝋
」
と
い
う
言
葉
が
持
つ
力
は
大
き
く
、

（
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
○
九
年
七
月
七
日

略
）
「
医
疲
崩
壊
」
を

す
り
箇
わ
っ
て
し
ま
つ

論
が
、
い
つ
の
間
に
か

派
不
信
」
を
め
ぐ
る
識

を
適
正
に
記
脳
し
て
い

食
い
止
め
る
た
め
医
師

た
か
の
よ
う
だ
。
（
中

に
偏
り
つ
つ
あ
る
。
壷
鱈

「
医
疲
崩
鯉
」
認
論
に

Ｉ
函

一
方
、
医
師
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
画
家
孝
氏
は
、

‐
、
‐
州
’
１
．
！

１
１

）
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双
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く
こ
と
と
、
技
錘
、
経
験
に
乏
し
く
、
不
適
切
な
治

療
や
ヘ
タ
な
手
術
で
悪
者
を
死
な
せ
る
医
師
を
身
内

で
か
ば
う
こ
と
と
は
別
次
元
の
語
で
あ
る
。
む
し
ろ

医
療
頚
故
を
放
遡
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
医
疲
崩
壊

に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
ま
つ
と
う
な
論
理
の
は
ず

だ
．
医
療
崩
壊
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
、
よ
う
や
く
動

き
始
め
た
医
療
甑
故
へ
の
対
応
を
な
お
ざ
り
に
す
れ

ば
、
医
旅
現
場
と
悪
者
と
の
距
離
は
ま
す
ま
す
離
れ
、

国
民
の
間
に
根
深
い
医
疲
不
信
が
広
が
る
に
遇
い
な

い
〉
（
「
中
央
公
論
」
○
九
年
五
月
号
よ
り
抜
粋
）
と
、

危
機
感
を
溌
わ
に
し
て
い
る
。

回
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
処
方
雲
と
は

一
九
六
一
年
に
国
民
皆
保
険
が
実
現
し
て
ほ
ぼ
半

世
紀
、
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
こ
ろ
か
ら
歪
ん

だ
医
療
政
策
が
密
室
の
中
で
行
わ
れ
、
日
本
の
医
療

シ
ス
テ
ム
は
徐
々
に
変
質
し
空
洞
化
し
始
め
た
。

医
師
や
看
護
師
の
不
足
、
相
次
ぐ
自
治
体
病
院
の

閉
鎖
な
ど
に
加
え
、
社
会
保
障
制
度
の
劣
化
が
「
医

療
崩
壊
」
を
加
速
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
急
激
に
進
む
高

齢
化
や
医
療
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
、
国
民
医
療
費

は
一
○
年
後
に
は
年
間
五
六
兆
円
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。
そ
れ
を
、
い
ま
の
仕
組
み
の
ま
ま
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

○
七
年
か
ら
内
側
府
の
規
制
改
革
会
議
委
員
を
務

め
る
松
井
証
券
の
松
井
道
夫
社
長
は
、
〈
結
論
を
い

う
と
、
厚
生
労
働
省
を
廃
止
す
る
の
が
医
疲
立
て
直

し
に
向
け
た
究
極
の
方
針
で
す
。
コ
ス
ト
で
は
な
く

く
と
い
う
発
想
が
国
民
の
・
中
に
も
医
師
の
中
に
も
な

か
っ
た
⑥
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
医
師
の
組
合
が
医
療

の
充
実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
〉
（
東
京

新
聞
○
九
年
六
月
二
五
日
付
）
と
、
い
よ
い
よ
問
題

解
決
に
立
ち
上
が
っ
た
勤
務
医
ら
の
姿
を
強
く
印
象

付
け
た
。

図
病
床
当
た
り
の
医
師
数
は
先
進
国
中
最
低

医
旅
提
供
体
制
の
国
際
比
較
（
左
べ
Ｉ
ジ
の
図
）

で
は
、
病
床
当
た
り
の
医
師
数
、
看
護
師
数
と
も
日

本
は
先
進
各
国
の
中
で
最
低
で
あ
り
、
平
均
在
院
日

数
は
飛
び
ぬ
け
て
長
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
永
井
良
三
・
東
大
医
学
部
教
授

は
、
次
の
よ
う
匡
指
滴
し
て
い
る
。

〈
医
療
変
の
中
で
特
に
大
き
い
の
は
人
件
費
だ
が
、

百
床
当
た
り
の
医
師
数
を
見
る
と
、
日
本
は
一
五
人

し
か
い
な
い
。
欧
米
に
比
べ
三
分
の
一
か
ら
五
分
の

一
の
人
数
で
、
看
謹
師
数
も
か
な
り
少
な
い
。
し
か

し
、
人
口
当
た
り
の
医
師
数
で
見
る
と
、
実
は
米
国

の
九
割
程
度
で
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。
日
本
で
は

人
口
当
た
り
の
ベ
ッ
ド
数
が
多
い
か
ら
だ
。
ベ
ッ
ド

数
が
多
い
と
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
分
散
し
、
人
手
が
必

要
な
救
急
医
療
や
集
中
治
癒
室
に
手
が
回
ら
な
く
な

る
。
病
院
で
機
能
分
担
す
れ
ば
い
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
設
立
母
体
の
異
な
る
病
院
は
合
併
で
き
な
い
と

Ｄ
ｆ
Ｍ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
・
Ｉ
■
Ｈ
日
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
句
０

,|’

バ
リ
ュ
ー
、
つ
ま
り
伸
ば
す
べ
き
経
済
的
な
価
値
と

と
ら
え
直
し
、
成
長
産
業
と
し
て
育
て
る
発
想
転
換

が
必
要
で
す
。
だ
が
厚
労
省
は
と
く
に
そ
の
発
想
が

乏
し
い
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
徹
底
さ
せ
る

に
は
現
場
を
熟
知
し
た
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
厚
労
省
を
見
渡
し
て
人
材
が
い
る
で

し
ょ
う
か
。
医
疲
政
策
の
形
成
に
か
か
わ
る
医
系
技

官
と
呼
ば
れ
る
宮
原
は
、
医
師
免
許
を
持
っ
て
い
て

も
臨
床
経
験
が
乏
し
い
し
、
学
者
で
も
な
い
。
現
場

の
実
態
も
よ
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
〉
（
日
本
経
済
新
聞
○
九
年
六
月
二
二
日
付
）
と

提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
自
治
体
病
院
協
諏
会
会
長
で
、
兵
庫

県
赤
穂
市
民
病
院
名
誉
院
長
の
過
見
公
雄
氏
は
、
こ

う
訴
え
て
い
る
。
〈
医
師
不
足
の
実
態
は
、
地
域
の

病
院
の
院
長
ら
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
有
識
者

や
病
院
の
代
表
、
医
師
会
な
ど
が
協
力
し
て
行
う
べ

き
だ
。
医
師
不
足
の
た
め
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
な
い
人
や
、
お
産
が
で
き
な
い
人
は
、
生
存
権
を

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
医
師
の
職
業
選
択
や
居
住
の
自

由
と
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

籾
神
が
あ
り
、
地
方
で
勤
務
し
て
も
よ
い
と
考
え
る

医
師
も
多
い
。
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
に
は
財
源

確
保
が
欠
か
せ
な
い
。
消
遜
税
引
き
上
げ
を
論
瀬
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
〉
（
読
売
新
聞
○
九

年
七
月
八
日
付
）
。

ﾗ3４

Ｉ
１
１

一

い
う
規
制
が
あ
る
。
病
院
統
合
を
推
進
す
る
た
め
の
、

規
制
緩
和
も
必
要
だ
。
こ
の
問
題
は
少
し
ぐ
ら
い
医

師
を
咽
や
す
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
〉
（
読

売
新
聞
○
九
年
七
月
一
四
日
付
）

回
な
ぜ
日
本
で
は
医
師
が
不
足
し
て
い
る
の
か

医
師
不
足
問
題
は
、
○
四
年
度
に
行
わ
れ
た
医
師

法
改
正
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
学

部
卒
業
後
、
二
年
間
の
初
期
研
修
が
義
務
化
さ
れ
、

新
卒
医
師
の
多
く
が
一
般
病
院
を
研
修
先
に
選
ん

だ
．
そ
の
た
め
大
学
病
院
が
人
手
不
足
に
陥
り
、
関

連
病
院
へ
派
迅
し
て
い
た
医
師
を
引
き
揚
げ
始
め
た

の
だ
。
こ
れ
に
慌
て
た
厚
労
省
は
○
九
年
五
月
、
医

師
臨
床
研
修
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
を
図
っ
た
も
の

の
、
医
師
不
足
解
消
に
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
か

は
ま
っ
た
く
未
知
数
だ
。

高
崎
健
康
福
祉
大
学
講
師
の
木
村
悪
洋
氏
は
、
〈
政

府
は
八
○
年
代
に
入
る
と
将
来
的
な
医
師
数
の
過
剰

や
医
療
斑
の
増
大
を
懸
念
し
、
八
二
年
に
は
医
師
数

の
抑
制
方
針
を
、
九
七
年
に
は
医
学
部
定
員
の
削
減

維
持
を
閣
認
決
定
し
た
。
少
な
く
と
も
一
○
年
前
ま

で
は
、
医
師
不
足
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
。
医
師

不
足
が
顕
在
化
し
始
め
た
の
は
、
○
四
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
生
じ
た
、
研
修
医
が
戦

ｉ
ｌ
ｌ
Hー
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